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  渡良瀬川河川事務所 

            地域広報官 

 新年あけましておめでとうございます。 
 今年は平成２５年。平成となって四半世紀になるわけで、若い世代が昭和から徐々に平成
に移っていく年のような気がします。 
 少子高齢化と言われて久しいですが、昨年のロンドンオリンピックや若い人が活躍するス
ポーツ界を見ていると、それを支える経験豊かな先輩達と若い世代が一体となってこその活
躍だと思います。 
 渡良瀬川における砂防・河川などの事業を進めるに当たっても、若い担当者から事務所長
まで、一体となって仕事を進めることが安全・安心な川づくりに繋がっていくことと思いま
す。 
 公共事業、特に河川に関わる事業については、事業が効果を発揮するまでに長い年月を要
することが多く、上流から下流まで流域の状況や変化を踏まえ、一年一年の仕事の積み重ね
が大切です。 
 また、事業の推進とは別に、造ったものの維持管理が重要であることは言うまでもなく、
洪水などの災害時に砂防・河川施設の機能を発現させ、被害を最小限にすることが必要です。 
 渡良瀬川河川事務所は、今年も地域の方達と一体となって安全・安心な川づくりを目指す
とともに、より元気な流域になることを目標に頑張って参りますので、よろしくお願いしま
す。 

安全・安心な渡良瀬川としていくために 
渡良瀬川河川事務所長 八木 裕人 

（写真：渡良瀬橋右岸より） 







  
 建設労働災害が多発する中で、建設 
工事等の工事現場における安全対策の 
取り組みが重要な課題となっています。 
 
 平成８年に発生した蒲原沢土石流災 
害では多くの方の尊い命が失われまし 
た。この災害の教訓を風化させず、安 
全施工技術のさらなる向上を目指して 
渡良瀬川工事安全協議会では、平成１ 
１年度から「工事安全施工研究発表会」 
を実施しており、平成２４年度は１２ 
月１８日に開催しました。 
  
 当日は、足利労働基準監督署長をは 
じめ関係者約７０名が出席し、総発表 
数２６議題の中から各出張所ごとに推 
薦された５議題と事務所から推薦した 
１議題の６議題発表が行われました。 
 
 施工条件や現場における配慮、積極的な取り組みや創意工夫、安全対策の効果や有益性等につい 
て評価した結果、急峻な山地の法面での工事で落石や墜落・転落災害の防止に努めるとともに、現 
場従事者の安全意識の向上に努めた「Ｈ２３久蔵口山腹工事における安全対策について」を発表さ 
れた中村土建（株）の小野口さんが最優秀賞になりました。 
 また、飛び石災害防止について様々な取り組みを行うとともに、地域における行事にも積極的に
参加した原工業（株）の阿部さんの発表が優秀賞となりました。平成２５年２月８日に関東地方整
備局で行われる「砂防関係工事安全施工研究発表会」には事務所の代表として中村土建㈱の小野口

さんの発表を推薦することになりました。                                                                 

最優秀賞を中村土建(株)小野口さん、 
優秀賞を原工業㈱阿部さんが受賞しました。 

（担当：工務課） 

４ 

発表された皆さん 

八木事務所長の挨拶 最優秀賞の小野口さん 

～「平成２４年度 渡良瀬川工事安全施工研究発表会」について～ 



足尾銅山についての講習会を開催しました 
 １２月１７日（月）に古河機械金属株式会社足尾事業
所の山﨑副所長をお招きして、当事務所が足尾で実施し
ている砂防事業と関連が深い足尾銅山の歴史について、
職員の職務に対する理解を深める一環として講習会を開
催しました。 

 私設電話や水力発電など「日本初」を数々生み出し、
時代の最先端を走っていた足尾の繁栄や鉱毒問題への会
社の対策として現在も実施している浄水場や堆積場の設
置、緑化活動等を詳しくお話いただきました。 

 また、現在、工事現場で「安全第一」という言葉はよ
く見ますが、これより前に日本で初めて「安全専一」と
いう安全最優先を打ち出した会社が古河機械金属株式会
社であり、町を挙げて「安全専一」に取り組んでいた当
時の映像がとても印象的でした。 

 教科書にも出てくる有名な足尾銅山ですが、その歴史
や現状までは詳しく知らないという事務所職員も多く、
３７名の参加者はみな興味を持って受講していました。 

 本講習会の趣旨を御理解いただき、講師を務めていた
だきました山﨑副所長に、この場をお借りして御礼申し
上げます。 

  

古河機械金属㈱ 

山﨑副所長 
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「安全専一」（復刻版）はしがき（抜粋） 
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（担当：総務課・足尾砂防出張所） 

渡良瀬川源流を訪ねて 

 １０月２３日（火）渡良瀬川の 
源流である皇海山を踏査してきま 
した。途中、急な斜面などもあり 
慣れない踏査のため少し苦労しま 
したが、全員が山頂まで登り切る 
ことができました。 
 
※往復 約４時間 群馬県側  
 不動沢ルート 
 
 山頂手前の渡良瀬川流域と利根川流域を分ける不動沢のコルから水源地となる山々を見渡
して思ったことは、「踏査中に見ていた小さな沢の水が集まって、最後にはあのような大き
な川になるんだな」と、改めて感じたことと「この水源地となる山の自然を守りながら、洪
水や土砂災害を未然に防いでいくのが私たち渡良瀬川河川事務所の仕事なんだな」と、いう
ことでした。水源碑のある山頂周辺は、原生林に囲まれていて、残念ながら眺望は望めませ
んでした。  
 前日からの予報のとおり小雨の降る中での踏査となりましたが、自分の足で水源地に立つ
ことができ、非常に有意義なものとなりました。 

渡良瀬川水源碑 登山道の様子 

（担当：経理課） 




